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代前半、 「開発」はほぼ「経済開発」と同義だった。そこで主に論じられたのは、いかに工業化を進め、農業を近代化するか、 のため資本、労働、技術をいかに動員するかという点であった。 「開発と女性」に関わる認識 高まりつつあったが、教育や保健衛生と っ
たテーマは開発問題の主流ではなかった。　
こうしたテーマに本格的に光が








の長期的経済危機を分析するなかで指摘されるようになった論点だが、東アジア諸国の高度成長における政府の積極的な役割 ついての認識の広まりとともに、経済発展との関連性が議論なった。ガバナンスには多様 定義があり、経済発展と 関係に定説があるとはいえない。もっ も、武力紛争 頻発すれば経済発展を阻害することは明らかだし、市場機構が効率的に機能するための環境整備に政府の役割 重要であることにもコンセンサスがある。　
工業化や農業近代化から教育や
保健衛生、そしてガバナン や紛争といった開発課題の広がりは、そもそも開発とは何かという問いとも密接に結びついている。以前なら、開発とは所得を上げることだという主張がさしたる疑問なく受け入れ れたかもしれない。しかし、環境問題への認識が深まり所得だけでなく教育や保健衛生の指標を組み込んだ人間開発指標広く受容された今日、そ した主張はたちどころに反発を招くだろう。　
アマルティア・センは、開発と
は人びとが享受する自由を増大さ
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